
機 能

優れた作業性機能01 広い旧塗膜適性機能02 高い環境遮断性機能03
ハケ・ローラーで120μｍ/回
塗装でき、厚塗りなのに塗装
作業性に優れている

弱溶剤で旧塗膜を再溶解する
心配がなく、あらゆる旧塗膜に
塗り重ねが可能

異方性顔料により、外的要因
（水・酸素）などの侵入を防ぐ
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塩害にはこの
下塗りが

あれば大丈夫
！

ホルムアルデヒド放散等級



［ご使用上の注意事項］ ■ 下記の注意事項を守ってください。  ■ 詳細な内容については安全データシート（SDS）をご参照ください。
【予防策】取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉じん・ヒューム・ガス・ミスト・蒸気・スプレーを吸入しないこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マスク・手袋等）を着用し、身体に付着しないようにすること。吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合、有
機ガス用防毒マスク、又は、送気マスクを着用すること。又、取り扱い作業場所には局所排気装置を設けること。皮膚接触に関する危険有害性情報の表示がある場合、頭巾・えり巻きタオル・長袖の作業着・前掛を着用すること。火気を避けること。静電気放電に対する予防処置を
講ずること。火災を発生しない工具・防爆型の電気機器・換気装置・照明機器等を使用すること。裸火又は高温の白熱体に噴霧しないこと。本来の目的以外に使用しないこと。指定材料以外のものとは混合（多液品の混合・希釈等）しないこと。缶の取っ手を持って振ったり、取っ手
をロープやフックで吊り下げたりしないこと。取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及び、鼻孔洗浄を十分行うこと。使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。
【対応】目に入った場合：直ちに、多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること。皮膚に付着した場合：直ちに拭き取り、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷等がある場合は、医師の診察を受けること。吸入した場合：空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受
けること。飲み込んだ場合：直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせないこと。漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き取ること。火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。
【保管】指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づき適正に管理すること。
【廃棄】本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄するときは、関連法規を厳守の上、産業廃棄物として処分すること。（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境を汚染する場所へ廃棄しないこと。）
【施工後の安全】本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後の引渡しの場合は、施主様に対して安全性に十分に注意を払うように指導してください。例えば、不特定多数の方が利用される施設などの場合は、立看板などでペンキ塗り立てである旨を表示し、化学
物質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接することのないようにしてください。

塩害とは？

素地調整を入念に！【ブリストルブラスター】

塩害（えんがい）は、各種建築物・構造物への、「塩分」に起因する害の総称です。海水塩に由来する塩害は、通常は海岸から数kmまでの地域で生じ
ますが、台風の強風などにより海岸から遠く離れた内陸部まで被害が及ぶ場合もあります。また道路の雪や氷などを溶かす融雪材に使われる塩化
カルシウムの影響で錆が誘発されることもあります。

エンガインを使う場合の最強組み合わせ

塩分が残っている上に塗装をしても付着不良となり、再発錆の原因となります。
①水洗いを行い、付着している塩分を除去する。
②錆の発生を防ぐには素地調整が重要。「ブリストルブラスター」と組み合わせることで錆を
根元から除去し素地との密着性を高め、再発生を防ぎます。
③素地露出箇所は有機ジンクリッチペイント（ＳＤジンク500）で補修塗りすることで、更に
高度な防食層を形成します。 ディスクサンダー ブリストルブラスター

ブリストルブラスターは
凹部分の錆も除去できる

適用素材

使用量と膜厚

◆防 食 性：CCT-JASO法2400ｈ　
　塗装仕様：下塗/ユニテクト30S
　膜　　厚：下塗120μｍ/上塗60μｍ

【エンガイン】は同等厚膜品よりも、カット部からの発錆が少ない。

注）標準使用量は、個々の条件によって異なります。　

注）上記時間は施工管理上の参考データです。規格に規定がある場合はそれを優先してください。
 　実施工においては塗膜異常がないことを確認したのちに、次工程を塗装してください。

サンドブラスト

エンガイン エンガイン同等厚膜品 同等厚膜品

ディスクサンダーケレン

ハケ塗り

塗装方法
ＤＲＹ（μｍ）
120

ＷＥＴ（μｍ）
225

ｇ/㎡/回
380

標準膜厚 標準使用量 注）

乾燥時間、塗装間隔、可使時間

主な適用塗料

推奨塗装仕様

標準塗装間隔

乾燥時間

可使時間

項目

指触

半硬化

最短

最長

4時間

16時間

24時間

1ヶ月

7時間

3時間

12時間

16時間

1ヶ月

6時間

1．5時間

5時間

8時間

1ヶ月

5時間

30分

3時間

6時間

1ヶ月

2時間

15分

3時間

5時間

1ヶ月

1時間
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工程

素地調整

３種ケレン：動力工具・手工具を用いて発錆部はSSPC SP－3（ISO St 3）まで除錆し
活膜部は全面表面粗しを行う。
（塩分が残存する場合は事前に水洗いを実施し、乾燥後素地調整を行ってください）

下塗

上塗

塗料名

エンガイン

ユニテクト20セーフティ/ユニテクト30SF

塗装方法

ハケ・ローラー

ハケ・ローラー

塗布量
ｇ/㎡/回

380

190/170

標準膜厚
μｍ/回

120

60

塗装間隔
（20℃）

工程

素地調整

塗料名 塗装方法
塗布量
ｇ/㎡/回

標準膜厚
μｍ/回

塗装間隔
（20℃）

8時間以上

16時間以上

鉄

〇

亜鉛めっき

×

アルミ

×

ステンレス

×

コンクリート

×

◆収縮力の比較

エンガインの性能

エンガインの概要

下塗：ＳＤジンク1000、ＳＤジンク100、ＳＤジンク500、ＳＤジンク500マイルド
上塗：セラテクトマイルド中塗（Ｅ）、セラテクトUマイルド、セラテクトＳマイルド2、
 セラテクトＦマイルド、ユニテクト20セーフティ、ユニテクト30SF など

膜厚が厚くなると収縮応力で膜が反り返る力が発生します。これにより脆弱な旧塗膜を引きはが
してしまう可能性がありますが、エンガインは異方性顔料の最適化により応力を緩和しています。

製品情報
荷姿 19㎏セット  ベース：17.2㎏  硬化剤：1.8㎏
   4㎏セット  ベース：3.63㎏  硬化剤：0.37㎏
色 ライトグレー （Ｎ－8.5 近似）

混合比 ベース：硬化剤 10：1
【標準塗装仕様】

３種ケレン：動力工具・手工具を用いて発錆部はSSPC SP－3（ISO St 3）まで除錆し
活膜部は全面表面粗しを行う。
（塩分が残存する場合は事前に水洗いを実施し、乾燥後素地調整を行ってください）
★ブリストルブラスターを使用し、発錆箇所を入念に除去する。

下塗

補修塗り

上塗

エンガイン

ＳＤジンク５００※

ユニテクト20セーフティ/ユニテクト30SF

ハケ・ローラー

ハケ・ローラー

ハケ・ローラー

320

380

190/170

40

120

60

24時間以上

8時間以上

16時間以上

【重防食素地調整仕様】　※発錆箇所をブリストルブラスターで除去し、ジンクリッチペイントで補修する

※素地が露出した部分にＳＤジンク500を補修塗りする。

エスコＮＢマイルドＨ 6.81

4.87

酸素透過係数〔cm3・cm/cm2・sec・cmHg〕

エンガイン 同等厚膜品

酸素透過係数は同等厚膜品よりも低く、透湿度も半分以下となる。
そのため塩害や水の浸透を阻害する性能が向上している。

エンガイン

◆バリヤー性：酸素透過係数 　膜厚：120μｍ
厚 薄膜厚膜厚 厚 薄膜厚膜厚
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